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特
集

前浜田市長 故 宇津徹男 氏 の
浜田市市葬を執り行いました
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ご遺族を代表して挨拶をする
宇津健太郎さんと宇津美都子さん

告別の辞を述べる
市葬委員長の久保田市長

２
月
２
日
㈯
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
、
昨
年
12
月
13
日
に
逝
去
さ
れ

た
前
浜
田
市
長
の
宇
津
徹
男
氏
の
浜
田
市
市
葬
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

市
葬
に
先
立
っ
て
、
溝
口
善
兵
衛
島
根
県
知
事
か
ら
叙
位
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
市
葬
が
開
式
さ
れ
、
は
じ
め
に
業
績
披
露
を

行
い
、
続
い
て
市
葬
委
員
長
の
久
保
田
章
市
市
長
、
市
民
代
表
と
し
て

川
神
裕
司
議
長
、
参
列
者
を
代
表
し
て
溝
口
島
根
県
知
事
と
岩
谷
百
合

雄
浜
田
商
工
会
議
所
特
別
顧
問
が
お
別
れ
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
島

根
県
議
会
議
員
、
島
根
県
議
会
議
長
、
浜
田
市
長
と
し
て
の
数
々
の
ご

功
績
を
称
え
ら
れ
、
浜
田
市
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
た
在
り
し
日
の
お

姿
を
偲
ば
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
参
列
者
の
皆
さ
ん
が
献
花
を
行
い
、
宇
津
前
市
長
の
ご

功
績
を
偲
び
、
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

昭
和
43
年
２
月　
竹
下
登
代
議
士
秘
書

昭
和
46
年
４
月　
島
根
県
議
会
議
員
初
当
選

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
降
７
期
連
続
当
選
）

昭
和
62
年
５
月　
島
根
県
議
会
副
議
長

平
成
３
年
５
月　
島
根
県
議
会
議
長

平
成
８
年
３
月　
島
根
県
議
会
議
員
辞
任

　
　
　
　

４
月　
旧
浜
田
市
長
初
当
選

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
降
３
期
連
続
当
選
）

平
成
17
年
10
月　
合
併
に
よ
る
新
浜
田
市
長
当
選

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
降
２
期
連
続
当
選
）

平
成
25
年
10
月　
浜
田
市
長
退
任

平
成
８
年
４
月　
市
長
就
任
（
旧
浜
田
市
第
１
期
目
）

　
　
　
　
10
月　
浜
田
市
文
化
交
流
展
を
中
国
石
嘴
山
市
で
開
催

　
　
　
　
11
月　
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
12
月　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
オ
ー
プ
ン

平
成
９
年
２
月　
島
根
県
立
武
道
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

３
月　
浜
田
浄
苑
竣
工

平
成
10
年
３
月　
浜
田
駅
前
西
部
土
地
区
画
整
理
完
了

　
　
　
　
10
月　
は
ま
だ
特
別
市
民
制
度
が
発
足

平
成
11
年
１
月　
全
国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
地
域
振
興
券
の
交
付
開
始

　
　
　
　

３
月　
国
民
宿
舎
千
畳
苑
改
築

　
　
　
　

４
月　
浜
田
東
中
学
校
開
校

　
　
　
　
10
月　
浜
田
港
開
港
１
０
０
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
10
月　
浜
田
港
５
万
ト
ン
バ
ー
ス（
暫
定
３
万
ト
ン
バ
ー
ス
）完
成

平
成
12
年
４
月　
島
根
県
立
大
学
開
学

　
　
　
　

４
月　
市
長
選
挙
で
再
選
（
第
２
期
目
）

　
　
　
　

４
月　
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

４
月　
い
わ
み
ー
る
竣
工

　
　
　
　

８
月　
全
国
ハ
イ
ヤ
サ
ミ
ッ
ト
in
浜
田
を
開
催

　
　
　
　
11
月　
浜
田
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

　
　
　
　
11
月　
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
２
０
０
０
浜
田
を
開
催

平
成
13
年
３
月　
浜
田
港
と
韓
国
釜
山
を
結
ぶ
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
を
開
設

　
　
　
　
10
月　
浜
田
港
福
井
地
区
コ
ン
テ
ナ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
竣
工

　
　
　
　
11
月　
第
４
次
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定

平
成
14
年
３
月　
浜
田
市
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議
を
発
足
、ど
ん
ち
っ
ち
ブ
ラ
ン
ド
を
決
定

　
　
　
　
７
月　
浜
田
那
賀
合
併
検
討
協
議
会
を
設
立

　
　
　
　

８
月　
主
要
地
方
道
浜
田
美
都
線
浜
田
〜
弥
栄
間
開
通

　
　
　
　
10
月　
第
47
回
水
族
館
技
術
者
研
究
会
に
ご
出
席
の
た
め
秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
来
浜

平
成
15
年
４
月　
後
野
・
佐
野
・
宇
津
井
地
区
で
上
水
道
給
水
開
始

　
　
　
　
７
月　
浜
田
市
・
金
城
町
・
旭
町
・
弥
栄
村
合
併
協
議
会
を
設
置
（
10
月
１
日
三
隅
町
加
入
）

　
　
　
　

９
月　
山
陰
自
動
車
道
（
江
津
道
路
）
開
通

　
　
　
　
10
月　
第
23
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
開
催
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓

　
　
　
　
10
月　
大
長
見
ダ
ム
竣
工

平
成
16
年
４
月　
市
長
選
挙
で
再
選
（
第
３
期
目
）

　
　
　
　
７
月　
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
は
ま
だ
開
設

　
　
　
　

８
月　
新
市
名
称
「
浜
田
市
」
に
決
定

　
　
　
　
12
月　
浜
田
市・金
城
町・旭
町・弥
栄
村・三
隅
町
５
市
町
村
に
よ
る
合
併
調
印
式

平
成
17
年
３
月　
原
井
小
学
校
竣
工

　
　
　
　

４
月　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
国
府
浄
化
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

　
　
　
　

９
月　
浜
田
市
閉
幕
式

　
　
　
　
10
月　

１
市
３
町
１
村
の
合
併
に
よ
り
新
浜
田
市
誕
生

　
　
　
　
10
月　
市
長
就
任
（
新
浜
田
市
第
１
期
目
）

平
成
18
年
３
月　
新
浜
田
市
合
併
記
念
式
典

　
　
　
　

４
月　
浜
田
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定

　
　
　
　
５
月　
浜
田
三
隅
道
路
起
工

　
　
　
　

６
月　
７
月
23
日
を
「
浜
田
市
市
民
防
災
の
日
」
に
制
定

　
　
　
　

９
月　
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画
を
策
定

　
　
　
　
10
月　
浜
田
市
合
併
１
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

平
成
19
年
３
月　
浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工

　
　
　
　

４
月　
浜
田
市
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
施
行

　
　
　
　
５
月　
島
根
県
立
大
学
と
浜
田
市
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

平
成
20
年
７
月　
浜
田
港
外
国
貿
易
船
入
港
７
千
隻
達
成

　
　
　
　
７
月　
浜
田
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
定
期
航
路
開
設

　
　
　
　
10
月　
島
根
あ
さ
ひ
盲
導
犬
訓
練
セ
ン
タ
ー
開
所

　
　
　
　
10
月　
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
開
所

平
成
21
年
６
月　
南
北
自
由
通
路
及
び
Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
完
成
記
念
式
典
を
挙
行

　
　
　
　

９
月　
石
州
半
紙
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
決
定

　
　
　
　
10
月　
市
長
選
挙
で
再
選
（
第
２
期
目
）

　
　
　
　
11
月　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転
新
築
オ
ー
プ
ン

平
成
22
年
４
月　
各
種
が
ん
検
診
を
無
料
化

　
　
　
　

８
月　
浜
田
港
が
「
重
点
港
湾
」
に
決
定

　
　
　
　

９
月　
10
月
26
日
を
「
浜
田
市
い
の
ち
と
安
全
安
心
の
日
」
に
制
定

　
　
　
　
10
月　
浜
田
市
合
併
５
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

　
　
　
　
12
月　
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
後
期
計
画
を
策
定

平
成
23
年
11
月　
浜
田
港
が
「
日
本
海
側
拠
点
港
」
に
選
定

平
成
24
年
３
月　
長
浜
小
学
校
竣
工

　
　
　
　
12
月　
20
年
〜
24
年
で
農
業
生
産
高
３
億
７
千
万
円
ア
ッ
プ
を
達
成

平
成
25
年
２
月　
米
軍
機
騒
音
等
対
策
協
議
会
を
設
立

　
　
　
　

３
月　
ブ
ー
タ
ン
王
国
と
の
交
流
協
定
を
締
結

　
　
　
　

４
月　
浜
田
港
福
井
上
屋
の
供
用
開
始

　
　
　
　
５
月　
三
隅
図
書
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

８
月　
中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
10
月　
浜
田
市
長
退
任

前
浜
田
市
長 

故 

宇
津
徹
男 

氏 

の

　

浜
田
市
市
葬
を

執
り
行
い
ま
し
た

故
宇
津
徹
男
氏
 
略
歴

宇
津
市
政
に
お
け
る
主
な
出
来
事
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不
在
者
投
票

選
挙
公
報
の
配
布

投
票
す
る
場
所
が

変
更
と
な
る
投
票
所

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

不
在
者
投
票
期
間

島
根
県
知
事
選
挙

　

３
月
22
日
㈮
〜
４
月
６
日
㈯

島
根
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯

※　

３
月
22
日
㈮
か
ら
29
日
㈮
ま
で
は
島
根
県

知
事
選
挙
の
不
在
者
投
票
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
で
、

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
施
設

で
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
、
本
人
か
ら
直
接
又
は
投
票
管
理
者

（
病
院
長
な
ど
）
を
と
お
し
て
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
（
一
時
滞
在
地
）
で
行
う
不
在
者
投
票

出
張
・
旅
行
な
ど
で
不
在
と
な
り
、
投
票
日

当
日
の
投
票
や
期
日
前
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
郵
便
等
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持

者
や
介
護
保
険
の
要
介
護
者
の
う
ち
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
自
宅
な
ど
か
ら
郵
便
な

ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
あ

ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、

４
月
３
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
請
求
書
に
本
人
が

署
名
を
し
て
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

１　
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
が
い
が
１

級
又
は
２
級
の
人

○
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直

腸
、
小
腸
の
障
が
い
が
１
級
又
は
３
級
の
人

○
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
が
１
級
か
ら
３
級
の
人

２　
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

○
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
が
特
別
項
症
か
ら

第
２
項
症
ま
で
の
人

○
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直

腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い
が
特
別
項
症
か

ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

３　
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
者
で
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
５
の
人

郵
便
等
投
票
対
象
者
の
う
ち
、
代
理
記
載
に
該

当
す
る
場
合

前
記
（
重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
郵
便
等

投
票
）
に
該
当
す
る
人
で
、
次
の
障
が
い
が
あ

る
人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
代
理
人
が
自
宅
な

ど
で
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
あ

ら
か
じ
め
代
理
記
載
用
の
郵
便
等
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
、
４
月
３
日
㈬
ま
で
に
所
定
の

請
求
書
に
代
理
人
が
署
名
を
し
て
投
票
用
紙
を

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

１　
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
上
肢
、

視
覚
の
障
が
い
が
１
級
の
人

２　
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
上
肢
、
視

覚
の
障
が
い
が
、
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

ま
で
の
人

次
の
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

４
月
５
日
㈮
ま
で
に
各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す

が
、
万
が
一
届
か
な
い
と
き
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
及
び
各
支
所
に
も
備
え
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投票する場所が変更となる投票所
新投票所 旧投票所 対象区域

ラ・ペアーレ浜田 浅井公民館 浅井町、銀天街

島根県浜田合同庁舎 原井小学校 片庭町、港町、瀬戸ケ島町、大辻町、元浜町

上府自治公民館 三宅集会所 上府町（荒相除く)

黒沢公民館 矢原自治会館矢原郷、松柄、大辻、梅の木原

下室谷集会所 室谷塾 諸谷、上室谷、下室谷

投票日

４月７日 ㈰
３月30日 ㈯ ～

３月22日 ㈮ ～

期日前投票期間
島根県知事選挙

島根県議会議員一般選挙

平
成
13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
30
年
12
月
28
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
浜
田
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

た
だ
し
、
平
成
30
年
11
月
28
日
以
降
に
島
根

県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
し
、
引
き
続
き
島
根

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
は
、
投
票
所
に
お
い

て
、
証
明
書（
※
）の
提
示
、
又
は
住
所
の
確
認

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
投
票
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

３
月
18
日
以
降
に
転
居
届
を
出
し
た
人
は
、

前
住
所
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

※　
証
明
書
…
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有

す
る
旨
の
証
明
書
」
は
、
ど
こ
の
市
町
村
の

住
民
票
担
当
窓
口
で
も
申
請
が
で
き
ま
す

（
料
金
は
無
料
で
す
）。
証
明
書
の
提
示
が

な
く
て
も
、
投
票
所
及
び
期
日
前
投
票
所
で

住
所
の
確
認
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
投

票
で
き
ま
す
が
、
確
認
が
で
き
る
ま
で
お
待

ち
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
で
き

る
だ
け
事
前
に
証
明
書
を
取
得
の
う
え
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

投票日の投票については、広報はまだ４月号で
詳しくお知らせします。

投
票
で
き
る
人

期
日
前
投
票

入
場
整
理
券

投
票
日
当
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
や
、

病
気
や
出
産
、
身
体
の
障
が
い
な
ど
で
投
票
所

へ
の
入
場
が
困
難
な
場
合
に
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

期
日
前
投
票
期
間

島
根
県
知
事
選
挙

　

３
月
22
日
㈮
〜
４
月
６
日
㈯

島
根
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

３
月
30
日
㈯
〜
４
月
６
日
㈯

※　

３
月
22
日
㈮
か
ら
29
日
㈮
ま
で
は
島
根
県

知
事
選
挙
の
期
日
前
投
票
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

※　
平
成
13
年
３
月
24
日
か
ら
平
成
13
年
４
月

８
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
誕
生
日
の
前

日
ま
で
に
期
日
前
投
票
所
で
投
票
し
た
い
人

は
、
次
の
期
日
前
投
票
所
で
不
在
者
投
票
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
所

下
表
の
５
か
所
で
す
。
い
ず
れ
の
期
日
前
投

票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
が
、
設
置
期
間
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※　
期
日
前
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
た
う
え
で
投
票
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
れ
ば
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

移
動
期
日
前
投
票
所

平
成
28
年
度
に
統
合
と
な
っ
た
弥
栄
町
と
三

隅
町
の
旧
投
票
所
に
お
い
て
は
、
移
動
期
日
前

投
票
所
で
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
具
体

的
な
日
時
は
、
入
場
整
理
券
の
発
送
に
あ
わ
せ

対
象
地
区
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
21
日
㈷
頃
に
届
く
予
定
で
す
。
１
枚
の

は
が
き
に
、
世
帯
別
で
最
大
４
人
分
の
入
場
整

理
券
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
必
ず
切
り
離
し

て
、
各
自
で
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※　
入
場
整
理
券
を
失
く
し
た
場
合
で
も
、
受

付
に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と
投
票
で
き
ま
す
。

期日前投票所
設置場所 設置期間 受付時間

浜田 市役所本庁第２東分庁舎 ３月22日㈮～４月６日㈯ 午前８時30分～午後８時

金城 市役所金城支所

３月31日㈰～４月６日㈯ 午前８時30分～午後７時
旭 旭保健センター

弥栄 弥栄会館２階小研修室

三隅 市役所三隅支所分室

島根県知事選挙・
島根県議会議員一般選挙

問合せ
　選挙管理委員会事務局　☎㉕９８１０
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【名簿活用の流れ】

住所変更の形態 届出の
種類 届出の時期

浜田市外から市内
に引っ越したとき 転入届 引っ越した日から14日以内

浜田市内から市外
へ引っ越すとき 転出届 新住所が決まったら速やかに

浜田市の中で引っ
越したとき 転居届 引っ越した日から14日以内
※　転入届の場合は、事前に前住所の市区町村役
場へ転出届を行ってください。

届出先　総合窓口課及び各支所市民福祉課・地域行政窓口
（浜田・弥栄自治区）
※　地域行政窓口を利用する場合は、別途、総合窓口課又
は各支所市民福祉課での手続が必要となる場合がありま
す。
注意事項　マイナンバー（個人番号）カード又は、通知カー
ドの記載事項を変更します。忘れずに持参してください。

水道の使用開始・中止の手続はお早めに
毎年、３月から４月にかけては、転入・転出・転
居が多く、当日水道の開け閉めの連絡をいただいて
も、すぐに対応することが困難な状況となります。
できるだけ手続を円滑に行うため、実際に水道を使
用、又は中止する日から３営業日前までに電話で連
絡をお願いします。
電話受付時に、契約者氏名など必要事項について
お聞きします。

連絡先　上下水道部管理課料金係　☎㉕９９０３
受付時間　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分 
受付時間以外で、急に水道の使用、又は中止が必要となっ
た場合の連絡先
浜田市水道事業協同組合　☎㉓３７２２
※　水道事業協同組合が開閉栓に伺います。その際、届出
用紙をお渡ししますので記入をお願いします。

平日窓口業務の延長と特別開設窓口を行います（本庁のみ）

利用できる手続・問合せ
総合窓口課　総合窓口係　☎㉕９４００　
住民異動届（転入・転出・転居・世帯変更など）、
戸籍届出（出生・死亡・婚姻など）、印鑑登録、
各種証明書の交付（住民票の写し、戸籍謄抄本、
印鑑登録証明書、所得・課税証明書）、パスポー
トの交付
医療保険課　国保係　☎㉕９４１０

　医療年金係　☎㉕９４１１　
国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療、乳
幼児等医療、国民年金の各種申請・届出
子育て支援課　保育係　☎㉕９３３０　
保育所（園）入退所、児童手当、児童扶養手当、
放課後児童クラブ入退会の各種申請・届出
上下水道部管理課　料金係　☎㉕９９０３　
水道の利用に関する諸手続

利用できる手続　左記【平日延長窓口（月～金）】の総合
窓口課（パスポートの交付を除く）・医療保険課・上下
水道部管理課の担当業務のみ
注意事項
・本庁のみの実施で、各支所・公民館の地域行政窓口では
実施しません。
・届出の内容により、ほかの行政機関への確認が必要な場
合は、預かりのみとなる場合があります。
・住民票の広域交付など、ほかの行政機関を通じた手続が
必要な業務は行うことができません。
・窓口に来た人の本人確認を行います。運転免許証・マイ
ナンバー（個人番号）カード・住民基本台帳カードなど、
公的機関が発行した顔写真付きの身分証明書を持参して
ください。持っていない人は、健康保険証・年金手帳な
ど２点での確認になります。
※　手続には、マイナンバー（個人番号）カード又は通知
カード、住民基本台帳カード、印鑑、各種手帳、健康保
険証、証明書などが必要な場合があります。詳しくは、
事前に各担当課までお問い合わせください。

問合せ　上下水道部管理課料金係
　　　　☎㉕９９０３

転入・転出・転居の
手続をお忘れなく
引っ越したときは、
速やかに届出をしてください

・ごみの直接搬入のための処理場
開場日はＰ20をご覧ください。

・原動機付自転車・オートバイ・
軽自動車などの廃車手続はＰ22
をご覧ください。

問合せ　総合窓口課住民異動係
　　　　☎㉕９４０１
　　　　各支所市民福祉課

　市では、高齢者や障がいのある人など災害がおきた
際に支援が必要となる人の避難行動要支援者名簿を作
成しています。
　この名簿は、平常時の見守り活動や災害時における
安否確認・避難支援をしていくために、登録者本人の
同意を得た上で地域の自主防災組織などに情報提供を
行っています。

対象となる人（避難行動要支援者）
①要介護認定３～５を受けている人
②身体障害者手帳１・２級の交付を受けている人
③療育手帳Ａの交付を受けている人
④精神障害者保健福祉手帳１・２級の交付を受けてい
る人

⑤浜田市災害時要援護者支援制度に登録済みの人
⑥そのほか支援が必要と申し出のあった人
※　介護施設や障がい者施設、病院・医院などに住民
票がある人は除きます。

※　①～⑤の人には、情報提供の意思確認をする同意
書を本人宛てに送付します。

※　①～⑤以外で名簿掲載を希望する人は、お問い合
わせください。

意思確認の際にお送りするもの
①制度に関する案内
②情報提供に関する同意書
③返信用封筒

避難支援等関係者に提供する名簿情報
①氏名　②年齢　③性別　④住所

情報の提供先（避難支援等関係者）
　情報提供に同意した人の名簿は、警察や消防のほか
避難の支援や安否確認などを行うお住まいの地区の次
の組織にお渡しします。
○自主防災組織
○消防団
○民生児童委員
○社会福祉協議会
○地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会
※　地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会につ
いては、市に避難支援等関係者の届出を行うことで
情報を受け取れます。協力いただける団体・組織は
お問い合わせください。

情報提供した名簿の活用
　避難支援等関係者への情報提供に同意した人の名簿
は、平常時からの災害の備えとして、声かけや見守り
活動に活用します。また、各地域内の取組体制が整っ
たところから、対象者の訪問調査などを行い、個別の
避難支援計画の作成に順次取り組みます。

避難行動要支援者 浜田市 避難支援等関係者
①同意書を送付

②同意書の提出

③同意した人のみ
避難支援等関係
者へ情報提供

　情報提供に関する同意書では、「同意する」「同意
しない（照会は毎年してください）」「同意しない（今
後の照会は不要です）」のいずれかを選び、必ず提
出してください。

④平常時の見守りや災害時の安否確認、避難支援など

※　同意いただいた場合でも、災害の種類や規模、被
災状況によっては、支援できない場合もあることを
ご了承ください。

申請・問合せ
名簿に関すること
地域福祉課地域福祉係
☎㉕９３００・FAX㉒９７３３

地域防災全般に関すること
安全安心推進課防災安全係
☎㉕９１２２・FAX㉓１８６６

【平日延長窓口（月～金）】
３月25日㈪～４月５日㈮　午後７時まで

【特別開設窓口】
３月31日㈰・４月６日㈯　午前８時30分～午後０時30分

災害時に避難が困難な人を支援します
避難行動要支援者名簿のご案内
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● 

介
護
保
険
料

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
割

合
が
３
割
又
は
４
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
施
設
利
用
時
の

食
費
・
居
住
費
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
な
く

な
る
な
ど
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
介
護

給
付
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課

☎
㉕
１
５
２
０

● 

市
営
住
宅
使
用
料

　
連
帯
保
証
人
に
支
払
い
の
請
求
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
と

き
に
は
、
裁
判
所
を
通
じ
た
財
産
の
差
押

え
や
、
住
宅
の
明
け
渡
し
を
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

　
☎
㉕
９
６
３
０

● 

保
育
所
（
園
）
保
育
料

　
財
産
の
差
押
え
な
ど
法
律
に
基
づ
く
滞

納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
退
会

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
保
育
係

☎
㉕
９
３
３
０

● 
幼
稚
園
保
育
料

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
通
園

を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

☎
㉕
９
７
０
０

● 

水
道
料
金

　
督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　
ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
場
合
は
、

給
水
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
上
下
水
道
部
管
理
課
料
金
係

☎
㉕
９
９
０
３

● 

下
水
道
使
用
料

● 

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金  　

　
督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　
ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
場
合
は
、

財
産
の
差
押
え
な
ど
法
律
に
基
づ
く
滞
納

処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
上
下
水
道
部
下
水
道
課
管
理
係

☎
㉕
９
６
４
０

口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、
指
定
し
た
口

座
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
る
た
め
、
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
の
た
び
に
市
役
所
や
金
融
機

関
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
な
い
た
め
、
大

変
便
利
で
す
。

納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
預
貯
金
口
座
を
持
っ
て
い
る
取

扱
金
融
機
関・ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機
関
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・
市
役
所
本
庁
・

各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

振
替
日　
各
納
期
の
末
日

申
込
期
限　
毎
月
、
月
末
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

は
20
日
）
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
翌
月
以

降
の
納
期
分
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。

※　
平
成
31
年
度
第
１
期
分
か
ら
口
座
振
替

を
開
始
・
変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
期
限

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税　
　
　

３
月
20
日
㈬
ま
で

軽
自
動
車
税　
　
　

４
月
19
日
㈮
ま
で

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
20
日
㈪
ま
で

問合せ
　税務課収納係　☎㉕９２４０

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
と
、

地
方
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
督
促
状
を

送
付
し
ま
す
（
督
促
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
）。
ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付

さ
れ
る
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
。

連
絡
や
相
談
が
な
く
、
納
付
が
な
い
状

態
が
続
く
と
、
官
公
庁
・
金
融
機
関
・
勤

務
先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
、
更
に
は
自
宅

な
ど
の
捜
索
を
行
い
、
財
産
（
預
貯
金
・

給
与
・
年
金
・
生
命
保
険
・
自
動
車
な
ど
）

の
差
押
え
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
次
の
点
に
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

● 

市　
税

　
入
札
へ
の
参
加
や
、
補
助
金
の
受
給
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

国
民
健
康
保
険
料

　
保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間
の
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
、
い
っ
た
ん

医
療
費
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間
の
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
税
務
課
収
納
係

　
☎
㉕
９
２
４
０

平成29年度　差押え状況
財産の種類 差押件数

預貯金 134件

国税還付金 41件

生命保険 7件

給与 4件

動産 2件

そのほか 13件

合計 201件

自動車の差押え（タイヤロック）

病
気
や
災
害
、失
業
、事
業
の
廃
止
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
市
税
な
ど

を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

納
付
の
猶
予
や
分
割
納
付
、
減
免
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
市
役
所
に
来
ら
れ
る
か
、
又
は
電

話
で
担
当
課
に
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。 皆

さ
ん
が
納
め
て
い
る
市
税
・
保
険
料
・

使
用
料
・
負
担
金
な
ど
は
、
教
育
、
福
祉
、

公
共
施
設
の
運
営
や
整
備
、
各
種
保
険
事
業

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
全
員
が

安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

と
な
る
大
切
な
財
源
で
す
。

市
で
は
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人

や
事
業
所
に
対
し
て
、
各
担
当
課
が
文
書
に

よ
る
通
知
や
電
話
催
告
な
ど
に
よ
り
納
付
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か

確
認
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
早

め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
な
ど
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
全
国

の
コ
ン
ビ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
が
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

見逃しません 市税などの　滞 納
－ 滞納処分 を強化 －

安
心
・
便
利
・
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
と

滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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交流企画係を交流推進係に統合

青少年健全育成の業務は、生涯
学習課が担当します。

財務部を廃止して
市民生活部に移動

財務部を廃止して
市民生活部に移動

健康福祉部

産業経済部

都市建設部

教育委員会

上下水道部

市民生活部

健康長寿課
高齢者福祉係
地域包括ケア推進係

地域医療対策課
保健予防係
医療対策係

子育て支援課
子ども家庭相談係
保育係
子育て支援センター

医療保険課
国保係
医療年金係
賦課給付係

環境課
くらしと環境係
リサイクル推進係
施設管理係

統合

統合

統合

産業政策課
産業企画係
商工企画係
雇用対策係

水産振興課
水産係

漁港活性化室
漁港活性化係

観光交流課
観光企画係
石見神楽係
交流企画係
交流推進係

建設整備課
土木第一係
土木第二係
土木第三係

災害復興室
庶務係
土木復旧係
農林復旧係

維持管理課
管理第一係
管理第二係
維持係
公園係

学校教育課
学事保健係
指導相談係（児童生徒支援室）
小学校（16校）
中学校（９校）
幼稚園（４園）

青少年サポートセンター
育成支援係

下水道課
管理係
施設係

商工労働課
雇用立地係
商工政策係

☎㉕９５００

水産振興課
水産係

☎㉕９５２０

観光交流課
観光企画係
石見神楽係
交流推進係

☎㉕９５３０

建設整備課
土木係
用地係
災害復旧係

☎㉕９６１０

維持管理課
管理係
維持係
公園係

☎㉕９６２０

学校教育課
学事保健係
指導相談係（児童生徒支援室）
青少年サポートセンター
小学校（16校）
中学校（９校）

☎㉕９７１０

下水道課
管理係
整備係
施設係

☎㉕９６４０

問合せ
・行財政改革推進課行革推進係
　☎㉕９１０１

・人事課給与係
　☎㉕９１３１

財務部を廃止し、各課（室）、係を次のとおり再編します。
全体の機構図は、４月１日以降に市ホームページに掲載します。

火葬場及び墓地に関する業務は、
くらしと環境係が担当します。

特命業務を担ってきた地域プロ
ジェクト推進室を廃止し、各所
管部署（政策企画課、まちづく
り推進課、水産振興課など）に
業務を移します。

人権同和教育啓発センター
人権同和教育啓発係
男女共同参画係

☎㉕９１６０

関連施設支援室
☎㉕９２０３

政策企画課
企画係
移住定住係

☎㉕９２００

総務課
総務管理係
法令文書係
システム管理係

☎㉕９１１０

財政課
財政係

☎㉕９２１０

契約管理課
経理契約係
入札管理係

☎㉕９１４２

防災安全課
防災安全係

☎㉕９１２２

庁舎管理業務は、行財政改革
推進課管財係が担当します。

広報係を総合調整係に統合

幼稚園の入園手続は、保育所
幼稚園係にご相談ください。

統計業務は、総務管理係が担
当します。

市が大きく関与する施設の経営
に関する支援などを担う部署です。

地域情報化業務は、企画係が担
当します。

地域政策部へ移動

財務部を廃止して
総務部に移動

財務部を廃止して
総務部に移動

総務部から移動

総務部

市長公室 ▼４月１日から

地域政策部

市長公室
総合調整係
秘書係

☎㉕９１００
市長公室
総合調整係
秘書係
広報係

安全安心推進課
防災安全係

情報政策課
情報政策係
統計企画係

人権同和教育啓発センター
人権同和教育啓発係
男女共同参画係

政策企画課
企画係
定住婚活推進係

地域プロジェクト推進室

廃止

統合

廃止
新設

子育て支援課
子育て政策係
子育て支援係
保育所幼稚園係
子育て支援センター
幼稚園（４園）

☎㉕９３３０

健康医療対策課
高齢者福祉係
地域包括ケア推進係
健康づくり係
地域医療対策係

☎㉕９３２０

保険年金課
国保係
医療年金係
賦課給付係

☎㉕９４１０

環境課
廃棄物衛生係
くらしと環境係

☎㉕９４２０

税務課
税制係
市民税係
収納係

☎㉕９２３０

資産税課
土地係
家屋係

☎㉕９２３３

※　太字は、新設・名称変更した課（室）、係です。
　　変更のあった部署のみ掲載しています。
　支所の変更はありません。

▼４月１日から

▼４月１日から

▼４月１日から

▼４月１日から

▼４月１日から

▼４月１日から

▼４月１日から

▼４月１日から

４ ／１から
　浜田市行政組織の一部が変わります
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　浜田市職員の給与などの状況は、市議会の審議を
とおして明らかにされていますが、市民の皆さんに
給与などを知ってもらうために、そのあらましを公
表します。
　なお、詳細は、３月中に市ホームページに掲載し
ますので、併せてご覧ください。

※　人件費は特別職の給与・報酬を含みます。
　（平成30年１月１日住民基本台帳人口：55,158人） 147,100円

168,600円
179,200円

147,100円

（単位：円）

高校卒
初任給

大学卒
初任給

0 100,000 200,000 300,000 400,000

浜田市
国

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000
（単位：円）

一般行政職　328,518円

技能労務職　362,667円 平均年齢　53.3歳

平均年齢　44.2歳

歳出額
381億

3,552万3千円

人件費（15.3％）
58億5,145万3千円

人件費以外
322億8,407万円

職員手当
4億2,743万
　　 3千円

期末・勤勉手当
9億7,858万
　　 5千円

給与費合計
38億7,609万1千円
１人あたり
628万2千円

給料
24億7,007万3千円

（平成30年4月1日一般会計予算人員：617人）

※　職員手当には
退職手当を含み
ません。

退
職
手
当

区分 浜田市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.5869月分
同じ勤続25年 28.0395月分 33.2708月分

勤続35年 39.7575月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
加算措置 定年前早期退職・早期勧奨

特例措置（２％～30％加算）
定年前早期退職特例措置
（２％～45％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.225月分 0.90月分

同じ
12月期 1.375月分 0.90月分
計 2.60 月分 1.80月分

加算措置 有（職制上の段階・職務の級
等による加算措置５～15％）

扶
養
手
当

浜田市の内容（月額） 国
配偶者 6,500円

同じ
子 10,000円
父母など 6,500円
満16歳年度初めから満22歳年度末
までの間にある子１人につき加算 5,000円

通
勤
手
当

浜田市の内容（月額） 国
交通機関
利用者

最高支給
限度額 55,000円 55,000円

自動車
使用者

２㎞～
54㎞以上 2,100円～29,500円 ２㎞～60㎞以上

の区分で2,000
円～31,600円の
範囲内で支給

自動二輪車
使用者

２㎞～
50㎞以上 1,400円～25,500円

（原動機付自転車及び自転車使用者は自動二輪車使用者と同様です）
住
居
手
当

浜田市の内容（月額） 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を支払っている
人に対して月額27,000円を限度に支給 同じ

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国
部長級 66,400円

俸給の特別調整額
（46,300円～139,300円）

主管課長級 54,000円
課長級 41,600円

（医師51,400円）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
市　長 860,000円 （支給割合）
副市長 710,000円 ６月期 1.50月
教育長 630,000円 12月期 1.65月
議　長 450,000円 計 3.15月
副議長 380,000円 期末手当については、左記全区

分に対して15％の加算措置あり議　員 350,000円

（１）健康診断受診者数（平成29年度）
健康診断の種類 受診者数

（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数
（延べ人数）

人間ドック 281 特殊
健診

指曲がり症健診 6
定期健康診断 391 ＶＤＴ作業健診 3

採用時等健康診断 22 心理的な負担の程度を把握するための検査 627
臨時嘱託職員健康診断 284 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 105

（２）公務災害の認定状況（平成29年度）
区　分 認定件数

公　務　災　害 6
通　勤　災　害 4

（３）職員互助会事業について（平成29年度）
会の名称 浜田市職員互助会
互助会に対する補助金などの額 4,006,450円
公費負担率（事務費などを除く） 27.6%
職員１人あたりの公費の補助金額
（事務費などを除く） 4,566円

公費充当事業

サークル助成事業
スポーツ交流事業
健康増進事業
文化講演助成事業
職員研修助成事業

平成30年度 浜田市職員の給与などの状況

６　特別職の報酬などの状況（平成30年４月１日現在）５　職員手当の状況（平成30年４月１日現在）

２　職員給与費の状況（平成30年度一般会計当初予算）

１　人件費の状況（平成29年度普通会計決算）

３　一般行政職の初任給の状況（平成30年４月１日現在）

４　平均給料の状況（平成30年４月１日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

問合せ　人事課給与係　☎㉕９１３１

　市民の皆さんの安全・安心を確保するため、救急車
は重要な役割を果たしています。しかし、救急車で搬
送された人の約半数が入院を必要としない人で占めら
れ、搬送先の病院の救急外来が混み合い、命に関わる
重い病気やけがの人への対応が遅れることが懸念され
ます。救急要請のなかには「交通手段がない」「どこ
の病院に行けばよいかわからない」といった理由で、
救急車を呼ぶ例も見受けられます。
　救急車や医療機関は限りある資源です。皆さんが救
急医療を安心して利用できるために、協力をお願いし
ます。

休日・夜間の急な子どもの病気の対処は、
島根県小児救急電話相談（☎＃８０００）へ

火災件数（件） 損害額（千円） 死傷者数（人）
37 33,179 5

火災の概況
救急出動件数（件） 搬送人員（人）

浜　田 2,070 1,930
金　城 295 278
旭 187 178
弥　栄 98 98
三　隅 408 395
管轄外 2 2
合　計 3,060 2,881

救急車の出動件数

火災が発生しやすい時季を迎え、３月１日㈮から７日㈭ま
での７日間、全国一斉に火災予防運動が実施されます。

住宅防火 いのちを守る
７つのポイント

４つの対策
　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器を設置する。

　寝具、衣類及びカーテンからの火災
を防ぐために、防炎品を使用する。

　火災を小さいうちに消すために、住
宅用消火器などを設置する。

　高齢者や身体の不自由な人を守るた
めに、隣近所の協力体制を作る。

３つの習慣
　寝たばこは、絶対やめる。
　ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する。
　ガスこんろなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消す。

昨年は37件の火災が発生し、３人が亡くなられ、２
人が負傷、33,179千円の損害額がありました。火災件
数は、前年に比べ３件減少しています。
主な出火原因は「たき火」が18件で全体の約49％を

占めています。建物火災は12件と前年に比べ２件減少
したものの、このうち５件が全焼火災でした。
たき火を行うときは、風の強い日は避け、その場を

離れず、終わったら必ず水をかけて、確実に消火しま
しょう。また、建物の周囲には燃えやすい物を置かな
いようにし、倉庫や物置など、夜間無人になる建物に
は施錠を確実に行い、放火をされにくい環境をつくり
ましょう。
火災になる原因のほとんどは、火を取り扱う人の不

注意によるものです。日頃から防火を心掛け、火の取
扱いには十分注意しましょう。

前年と比較すると、救急出動件数で35件、搬送人員
で44人の増加となりました。
平均すると、１日に8.4件の出動で、7.9人が救急隊

に搬送されたことになります。
事故種別ごとにみると、急病が1,991件と最も多く、

救急出動の件数の半数以上を占めています。次いで一
般負傷が535件、転院搬送が261件、交通事故が162件
の順となっています。

問合せ　消防本部予防課予防係　☎㉒１１６７

　県内のどこからでもかけることができ、小児科医
師・看護師・保健師から症状に応
じた適切な対処や受診する病
院などのアドバイスが受け
られます。

火災 37件　救急車の出動 3,060件 （平成30年中）

救急車の適切な利用 をお願いします

 春季全国火災予防運動（３月１日から７日まで）

おやすみ前にはもう一度、火の元を確かめましょう。
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石見子供神楽「どんちっち祭り」に出席
しました（１月20日）

島根ふるさとフェア（広島市）に出席し
ました（１月19日）

島根県立石見武道館少年柔道大会に出席
しました（１月20日）

ブータン王国の美術教員などが来日し、
市内の施設や学校などで美術教育の研修
を行いました（１月12日～27日）

浜田港福井地区ガン
トリークレーン供用

式に出席しました（
１月９日）

島根書き初め展特別賞表彰式に出席しま
した（１月27日）

農事組合法人さかもとのもと設立総会に
出席しました（１月26日）

広島東洋カープ　佐々岡真司　一軍コーチ
就任祝賀会に出席しました
（１月25日）

港湾都市協議会役員・幹事合同会議（東
京都港区）に出席しました（１月23日）

あいおいニッセイ同和損害保険㈱と地方
創生に関する連携協定を締結しました
（１月21日）

長錦商船㈱（韓国）の国際定期コンテナ
航路が就航し、歓迎セレモニーを行いま
した（１月15日）

シノコ ー

ふるさと納税型ＣＦを原資とした防犯カメラ増設のための補助金を、地域安全推進委員協議会に交付しました（１月28日）

クラウドファンディング

「燃やせないごみ」は「金属類・陶器類・ガラ
ス類・電気製品」のみです。
昨年４月から、ビニール袋、発泡スチロール、

リサイクルできないプラスチック製品などは、「燃
やせるごみ」に変更となっており、誤って「燃や
せないごみ」に入っていた場合、違反ごみとなり
収集できません。　

詳しい分け方については、浜田市ごみ分別早見
表（平成30年４月版）をご覧ください。
ごみ出しにあたっては、全ての袋と粗大ごみ

シールに名前を書き、自分が出したごみが回収さ
れるまで責任を持ちましょう。

問合せ　環境課リサイクル推進係　☎㉕９４３０

小型充電式電池の拠点回収をはじめます

収集開始日　４月１日
回収場所
・市役所本庁舎　１階市民ロビー
・金城支所市民福祉課
・旭支所市民福祉課　
・弥栄支所市民福祉課
・三隅支所市民福祉課

電池の種類
　対象となる小型充電式電池は次のとおりです。

回収できない電池
・破損、解体された電池パック
・水に濡れた電池パック
電池を持ち込む時の注意
※　ショートの恐れがありますので、＋極、－
極の金属端子部を絶縁テープで絶縁してから
持ち込んでください。

※　事業所からの持ち込みはできません。

・ニカド電池（電動工具・ライトなどに使われるもの）
・ニッケル水素電池　
（デジタルカメラ・携帯ゲーム機などに使われるもの）

・リチウムイオン電池
（ノートパソコン・ビデオカメラなどに使われるもの）

問合せ　環境課リサイクル推進係　☎㉕９４３０

全国中学校体育大会 全国中学校スケート大会
（フィギュアスケート競技）

長野県：２月２日～５日
三島悠生さん（浜田東中３年）

燃やせるごみプラスチック製品の例

発砲スチロール ビニール袋 プラスチックのバケツ

　　　マークのないものは
「燃やせるごみ」で出して
ください。

リチウムイオン電池ニッケル水素電池ニカド電池

燃やせないごみの分別にご注意ください

全国大会出場
おめでとうございます
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スカットボールで的を狙う参加者

一斉放水（市役所裏浜田川）

七草粥を堪能

一斉放水（雲城駐在所前浜田川）

１月11日㈮、ニュースポーツ複合４種競技大会が弥栄会館ト
レーニングセンターで開催されました。
これは65歳以上の人を対象に、冬場の運動不足解消と集まっ
た人たちの交流を目的に、浜田市高齢者クラブ連合会弥栄支部
が企画したものです。参加者は、スカットボール、輪投げ、シャ
フルボード、ＲＤチャレンジの４種目を順番に体験しました。
狙ったところに入らないこともありましたが、上手にするコツ
を参加者同士で教えあいながら楽しく体を動かしました。

１月６日㈰、平成31年浜田市消防出初め式を島根県立大学グ
ランドで開催しました。
式典では、消防団員の市長表彰・団長表彰や、機敏な動作に
よる礼式が行われました。
団員は、団結強化と地域防災の担い手としての決意を新たに
し、災害に強い浜田市を誓いました。
式典後、浜田・金城・三隅の３会場で防火パレードと一斉放
水が披露されました。

１月７日㈪、おたのしみ七草粥が今市公民館で開催されまし
た。これは、年の初めに七草粥を囲みながら交流を深め、みん
なで元気に過ごそうと今市公民館と今市児童クラブが企画した
ものです。
当日は、児童クラブの子どもや地域の人が訪れ、地元で採れ
たセリやナズナ、ハコベラなどの七草粥やゆず餅、お好み焼き
などが振る舞われました。会場を訪れた人たちは、今年１年を
平穏に過ごせるよう願いながら七草粥を堪能しました。

一斉放水（天満橋上流三隅川）

会場を埋め尽くす選手

炎に向かい、新年の決意を発表する子どもたち

警１劇団とSCOTによる演奏と替え歌を披露

勢い良くスタートする選手たち

１月27日㈰、中学校柔道三隅大会が三隅中学校で開催されま
した。
これは、柔道競技の普及と青少年健全育成を目的として、中

学校柔道三隅大会実行委員会が毎年この時期に行っています。
この大会には、市内はもとより中国５県及び愛媛県・大分県・

福岡県の中学校から総勢54チーム、310人の選手が出場しまし
た。当日は、男女別の団体戦と個人戦（男子８階級、女子７階
級）が行われ、選手は日頃の練習の成果を発揮し、たくさんの
声援により会場内は熱気に包まれていました。

１月13日㈰、波佐地区青少年健全育成のつどいが波佐公民館
と和紙の館裏で開催され、約100人が参加しました。
この催しは、地域・家庭・小中学校・保育所などが連携し、

子どもたちの健全な育成と豊かな心を育てるために毎年開催し
ているものです。
持ち寄ったしめ飾りなどが燃え上がる炎の前で、子どもたち

が「整理整頓をする」など新年の決意を発表しました。また、
米袋を使った創作活動、餅や豚汁の振る舞いを楽しみました。

１月18日㈮、消費者問題セミナーが老人福祉センターで開催
されました。これは、特殊詐欺の被害防止の啓発と高齢者の人
生設計について学ぶことを目的に、弥栄女性の会と消費者問題
研究協議会が企画したものです。前半は、浜田警察署の警１劇
団と県立大学のしまね防犯サークルS

ス コ ッ ト

COTに所属する学生との
寸劇やバンド演奏による特殊詐欺防止の替え歌などで楽しく学
びました。後半は、いわみマネークリニックの細川豪さんを講
師に「60代から始める人生設計」と題して、お金の使い方や生
活していくうえでの備えについて学びました。

１月13日㈰、浜田市駅伝競走大会が第四中学校を発着点とし
た美川地区で開催されました。これは、浜田市陸上競技協会が
毎年開催しているもので、今年で56回目を迎えました。
市内外から学校・職場・同好会などで結成した総勢84チーム

が参加し、日頃の練習の成果やチームワークを発揮して、起伏
の激しい５区間のコースを懸命にタスキリレーでつなぎました。
また、会場では美川地区体育協会やＰＴＡなどによる、えん

こう鍋（豚汁）とぜんざいが振る舞われ、走り終わった選手な
どの身体を温め、疲れを癒しました。

♥Town Topics
冬でもスポーツを楽しむ
～ ニュースポーツ４種競技大会 ～

やさか

この１年を元気に過ごそう
～ おたのしみ七草粥 ～

あさひ

今年１年の防火・防災を誓う
～ 浜田市消防出初め式 ～

寒さに負けず一本！
～ 中学校柔道三隅大会 ～

みすみ

子どもたちの健やかな成長を願う
～ 波佐地区青少年健全育成のつどい ～

かなぎ

高齢者を取り巻く問題について考えよう
～ 消費者問題セミナー ～

やさか

懸命にタスキをつなぐ
～ 浜田市駅伝競走大会 ～

はまだ
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手を上着に隠して買値を伝える「懐競り」

旭の新成人　みんなでおめでとう

真剣な表情で書初めに取り組む小学生

晴れ姿に笑みを浮かべる新成人の皆さん

１月３日㈭、旭自治区の新成人を祝う会「おめでとう旭の新
成人」が丸原センターで開催されました。この会は、保護者と
地域住民が一緒にお祝いをすることにより、新成人にふるさと
あさひを忘れず、心の片隅にふるさとを思う気持ちを持ち続け
てもらおうと、「おめでとう旭の新成人実行委員会」が企画し
たものです。参加した新成人７人は、将来に向けての目標など
を発表し、大人としての決意を新たにしました。また、地域の
人や恩師などからお祝いや激励のメッセージをもらい、会場は
温かい雰囲気に包まれました。

１月５日㈯、恒例の新春書初め会が三隅公民館・三保公民館
で行われ、小中学生63人が参加しました。これは、書道をとお
して伝統文化に触れることを目的に、それぞれの公民館が毎年
企画しているものです。
当日は、「心をこめて楽しくのびのびと書きましょう」と講

師から話しがあり、子どもたちは真剣な表情で、小学校低学年
はフェルトペン、３年生以上は条幅紙に筆を走らせ、作品を書
き上げました。
作品は、「みすみ習字書初め移動展」で展示されます。

１月３日㈭、金城自治区新成人を祝う会がみどりかいかんで
行われ、晴れ着やスーツ姿の新成人26人と保護者、恩師、地域
関係者73人の延べ99人が参加しました。
この会は、保護者や新成人代表、地域の人々が成人の門出を

祝福する目的で、金城自治区新成人を祝う会実行委員会が企画
し毎年開催しています。新成人は大人としての決意を胸に新た
な道での活躍を誓いました。
会場は、中学生時代の懐かしい映像や恩師、地域の人々との

再会に笑顔があふれ、心温まる雰囲気に包まれました。

１月６日㈰、浜田漁港６号市場で平成31年初市の式が行われ、
約200人が出席しました。式典では、ＪＦしまねの岸宏会長が、
高度衛生管理型荷さばき所７号市場の工事着工に触れ、飛躍へ
のスタートの年にすると決意を表すとともに、今年１年の豊漁
と操業の安全を祈願しました。
競りが始まると、市場は威勢のいい掛け声が響いて活気にあ

ふれました。仲買人が手を上着に隠して競り人に買値を伝える
「懐競り」により、近海で水揚げされたブリ・サバ・アワビな
どが次々と競り落とされました。
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ま
す
。
飼
い
主
は
、
犬
を
飼

い
始
め
た
日
か
ら
30
日
以
内
（
生
後

90
日
以
内
の
子
犬
は
、
生
後
90
日
経

過
以
後
30
日
以
内
）
に
申
請
し
ま

し
ょ
う
。

登
録
手
続　

・
環
境
課
（
東
分
庁
舎
２
階
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　
市
内
の
動
物
病
院
や
毎
年
市
が

行
う
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
会

場
で
も
で
き
ま
す
。

登
録
手
数
料　
３
０
０
０
円

　

登
録
す
る
と
、「
鑑
札
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
首
輪
に
装
着

し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　
室
内
・
室
外
飼
育
に
関
係
な
く
、

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合
は
、

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

会
場
又
は
動
物
病
院
で
接
種
し
ま

し
ょ
う
。
市
の
集
合
注
射
日
程
に
つ

い
て
は
、
広
報
は
ま
だ
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
外
動
物
病
院
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
注
射

済
票
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
注
射
済

証
（
証
明
書
）
を
持
っ
て
環
境
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

注
射
済
票
交
付
手
数
料　
５
５
０
円

※　
接
種
時
は
注
射
代
が
別
途
必
要

そ
の
ほ
か
の
届
出

鑑
札
や
注
射
済
票
を
紛
失
・
損
傷
し

た
と
き

　
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
環
境
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

再
交
付
手
数
料　

鑑
札
１
６
０
０
円

注
射
済
票
３
４
０
円

※　
棄
損
し
た
場
合
は
、
棄
損
し
た

鑑
札
や
済
票
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

　
新
し
い
飼
い
主
の
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
新
し
い
住
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

　
以
前
お
住
ま
い
の
自
治
体
で
交
付

さ
れ
た
「
鑑
札
」
を
持
っ
て
、
環
境

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
す
る
と
き

　
浜
田
市
の
「
鑑
札
」
を
持
っ
て
、

転
出
先
の
自
治
体
で
手
続
し
ま
し
ょ

う
。

犬
が
死
亡
し
た
と
き

　
死
亡
し
た
こ
と
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
㉕
９
４
２
０

ガ
ス
缶
・
ス
プ
レ
ー
缶
の
ご

み
の
出
し
方
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

　
ガ
ス
缶
・
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、

必
ず
し
も
穴
を
開
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
中
身
を
確
認
し
、
必
ず
使
い
切
っ

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
え
ず
、
古
い
物
や
未
使
用

で
中
身
が
残
っ
て
い
る
物
を
出
す
時

に
は
、「
中
身
あ
り
」
と
書
い
た
紙

を
袋
に
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
危
険
物
（
ガ
ス
缶
・
ス
プ

レ
ー
缶
・
ラ
イ
タ
ー
）・
有
害
物
（
乾

電
池
・
水
銀
体
温
計
）
を
出
す
時
に

は
、
ほ
か
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
は

別
に
し
て
、
指
定
袋
又
は
透
明
・
半

透
明
（
レ
ジ
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
）
の

中
身
の
見
え
る
袋
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係　
☎
㉕
９
４
３
０

敬
老
乗
車
券
の
制
度
を
見
直

し
ま
す

　
現
在
の
「
敬
老
乗
車
券
制
度
」
は
、

４
月
か
ら
は
「
敬
老
福
祉
乗
車
券
制

度
」
と
し
て
継
続
予
定
で
す
。
お
手

持
ち
の
「
敬
老
乗
車
券
」
の
有
効
期

限
に
つ
い
て
は
、
取
扱
い
を
検
討
中

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
は
ま
だ
４
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
交
通
学

校
支
援
係　
☎
㉕
９
２
０
１

今年１年の豊漁と安全を願う
～ 浜田漁港 初市の式 ～

はまだ

地域住民が一緒にお祝い
～ おめでとう 旭の新成人 ～

あさひ

一年の願いを胸に筆走らせる
～ 新春書初め会 ～

みすみ

新成人の成長に歓びを感じる
～ 金城自治区新成人を祝う会 ～

かなぎ
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

利用できる施設
№ 施設名 № 施設名
１ 市役所本庁舎市民ロビー 18 木田公民館
２ 金城支所 19 和田公民館
３ 旭支所 20 都川公民館
４ 弥栄支所 21 市木公民館
５ 三隅支所 22 杵束公民館
６ 浜田公民館 23 三隅中央会館
７ 石見公民館 24 岡見公民館
８ 長浜公民館 25 白砂公民館
９ 周布公民館 26 黒沢公民館
10 大麻公民館 27 井野公民館
11 美川公民館 28 JR浜田駅 市民サロン
12 国府公民館 29 石央文化ホール
13 久佐公民館 30 お魚センター駐車場
14 今福公民館 31 ふれあいジム・かなぎ
15 美又公民館 32 旭保健センター
16 波佐公民館 33 弥栄会館
17 小国公民館 34 アクアみすみ

ごみ処理場 直接搬入できるごみ 受入時間
エコクリーンセンター
江津市波子町
☎０８５５53５０８１

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月24日㈰
午前９時～
　午後４時30分

浜田市不燃ごみ処理場
生湯町　☎㉘３１４７

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙（古紙置場へ）

石央リサイクルセンター
生湯町　☎㉓１８０８

ペット・プラ
かん
びん

※　ごみの収集はありません。

　

３
月
は
引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
、

一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
ご
み
処
理
場
を
開
場

し
ま
す
。

※　
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
。

※　
引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
一
時
的

に
多
量
の
ご
み
が
出
る
場
合
は
、

最
寄
り
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
各
処
理
場
へ
直
接
搬
入

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係　
☎
㉕
９
４
３
０

川や海にやさしいくらしを始めませんか

キッチンや洗濯、お風呂などの家庭から出た水が川
や海の環境に影響を与えていることをご存知ですか？
例えば、しょう油15㎖を流すときれいにするには、

およそお風呂（300ℓ）の水が1.5杯、みそ汁200㎖で
はお風呂（300ℓ）の水4.7杯が必要となり、汚れた水
をきれいにするには多くの水が必要となります。そし
て流れ出た排水は時に悪臭や魚の窒息死などを引き起
こします。
川や海の水を汚さないためにも、「汚れた水をその

まま流さない生活」を目指しましょう。ちょっとした
工夫をすることで川や海にやさしい暮らしが実践でき
ます。

今日からできるひと工夫
キッチンでは
・食事や飲み物は必要な分だけ作り、食べ残しは流さ
ないようにしましょう。

・米のとぎ汁は植木の水やりに使いましょう。
・食器を洗う前に油汚れなどをふき取りましょう。
お風呂では
・シャンプーやリンスは適量を守って使いましょう。
・排水口にはネットを張りましょう。
・お風呂の残り湯は洗濯に使いましょう。ただし、衛
生上すすぎは水道水で。

洗濯では
・洗剤は正しく量って、使い過ぎないようにしましょ
う。

・くず取りネットを取り付けて、細かいごみを取り除
きましょう。

汲取りトイレ・単独処理浄化槽をご利用の皆さんへ
汲取りトイレや単独処理浄化槽（し尿のみ処理）を

設置している建物では、キッチンや洗濯などの排水が
そのまま側溝に流れてしまいます。下水道への接続、
又は合併処理浄化槽の設置をご検討ください。
なお、合併処理浄化槽の設置には補助金の助成があ

りますので市下水道課へご相談ください。
　下水道課　☎㉕９６４１　

問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

浜田市定住婚活推進係

Facebook
「いいね！」お願いします

結婚支援専用LINE
「友だち登録」お願いします

問合せ　政策企画課定住婚活推進係　☎㉕９２００

産

業

地
域
活
性
化

　
現
在
、
市
直
営
で
運
営
し
て
い
る

旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘
は
、
新
た
な
指
定

管
理
者
の
運
営
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、

４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
入
浴
料

金
が
改
定
と
な
り
ま
す
。

入
浴
料

・
大
人
（
一
般
）

　
５
０
０
円
（
現
行
４
０
０
円
）

・
大
人
（
会
員
）

　

４
０
０
円
（
現
行
３
５
０
円
）

・
小
学
生　

　

２
０
０
円
（
現
行
２
０
０
円
）

回
数
券
（
11
回
分
）

・
大
人
（
一
般
）

　
５
０
０
０
円（
現
行
４
０
０
０
円
）

・
大
人
（
会
員
）

　

４
０
０
０
円（
現
行
３
５
０
０
円
）

・
小
学
生　

　

２
０
０
０
円（
現
行
２
０
０
０
円
）

定
期
券
（
１
か
月
）

・
大
人
（
一
般
）

　
５
０
０
０
円（
現
行
５
０
０
０
円
）

・
大
人
（
会
員
）

　

４
０
０
０
円（
現
行
４
０
０
０
円
）

・
小
学
生

　

２
０
０
０
円（
現
行
２
０
０
０
円
）

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
あ
さ
ひ
荘

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　
旭
支
所
産
業
建
設
課
産
業

振
興
係　
☎
45
１
４
３
７

旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘
の
料
金
を

改
定
し
ま
す

　
浜
田
市
で
は
公
民
館
の
ほ
か
、
浜

田
駅
や
石
央
文
化
ホ
ー
ル
、
お
魚
セ

ン
タ
ー
な
ど
市
内
34
か
所
に
無
料
で

使
え
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
「
Ｈａｍａ

ｄａ　
Ｆｒｅｅ　
Ｗ
ｉ̶

Ｆ
ｉ
」
を
整

備
し
ま
し
た
。

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｗ
ｉ̶

Ｆ
ｉ
が
利
用
で
き
ま
す

　
な
お
、
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
登

録
と
設
定
が
必
要
で
す
。

　
接
続
画
面
の
注
意
事
項
を
確
認
し
、

指
示
に
従
い
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
多
く
の
人
に

使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
通
信
を

暗
号
化
し
て
い
ま
せ
ん
。
通
信
を
傍

受
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
よ

う
な
機
能
は
使
用
し
な
い
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ　
情
報
政
策
課
情
報
政
策
係

　
☎
㉕
９
１
５
０

建
物
を
新
築
・
増
改
築
し
た

と
き
、
使
用
目
的
が
変
わ
っ

た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
合
せ　
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係　
☎
㉕
９
２
０
０

　
浜
田
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

建
物（
個
人
の
住
宅
、長
屋
を
除
く
）

や
建
物
の
一
部
の
使
用
を
始
め
る
人

は
、
使
用
を
開
始
す
る
７
日
前
ま
で

に
、
防
火
対
象
物
使
用
開
始
届
出
書

を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
出
の
目
的　
防
火
対
象
物
の
使
用

状
況
を
把
握
し
、
防
火
管
理
や
必

要
な
消
防
用
設
備
な
ど
が
適
正
に

設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
に
よ
り
、
火
災
予
防
と
災
害

時
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

届
出
が
必
要
な
場
合

・
建
物
を
新
築
し
た
と
き

・
建
物
を
増
改
築
し
た
と
き

・
建
物
の
使
用
目
的
や
入
店
す
る
テ

ナ
ン
ト
を
変
更
し
た
と
き

※　
工
事
を
行
わ
な
い
場
合
で
も
届

出
は
必
要
で
す
。
ま
た
、
新
た
に

消
防
用
設
備
な
ど
の
設
置
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

計
画
段
階
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

届
出
者　
建
物
や
テ
ナ
ン
ト
の
関
係

者
（
所
有
者・管
理
者・占
有
者
）

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
☎
㉒
１
１
６
７

ご
み
の
直
接
搬
入
が
で
き
ま
す

住

宅

水
道
使
用
の
用
途
を「
共
用
」

で
契
約
し
て
い
る
人
へ

　
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集
合
住
宅
で
、

水
道
メ
ー
タ
ー
を
２
戸
以
上
又
は
２

か
所
以
上
で
共
用
し
て
い
る
場
合
、

各
戸
ご
と
に
料
金
を
算
定
す
る
た
め
、

世
帯
数
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
世

帯
数
の
変
更
が
あ
る
都
度
、
電
話
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　
用
途
に
つ
い
て
は
、
検
針
時
に

お
配
り
す
る「
水
道
使
用
水
量・料

金
等
お
知
ら
せ
票
」
に
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
上
下
水
道
部
管
理
課
料
金

係　
☎
㉕
９
９
０
３　

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空
き

家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

有

料

広

告

環 境 コラムコラム
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

声
か
け　
大
切
な
人
の
変
化
に
気
付

い
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

傾
聴　
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぎ　
早
め
に
専
門
機
関
に
相
談

す
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係　
☎
㉕
９
３
１
１

加入対象者 補償対象となる団体活動など 加入
区分

年間掛金
（１人あたり）

子ども【中学生以下
（特別支援学校高等
部の生徒を含む）】

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動 Ａ１ 800円

上記団体活動に加え、個人活動 ＡＷ 1,450円

大
人 高校生以上

文化・ボランティア・地域活動・団
体員の送迎・応援・準備・片付け Ａ２ 800円

スポーツ活動及びスポーツ
の指導・審判

64歳以下 Ｃ 1,850円
65歳以上 Ｂ 1,200円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 11,000円

島根ナンバーの車両の手続窓口
車種 手続窓口

四輪の軽自動車
（乗用・貨物）

軽自動車検査協会島根事務所（松江市）
☎０５０－３８１６－３０８３
（コールセンター）

二輪の軽自動車
（126cc～250cc）

島根県軽自動車協会（松江市）
☎０８５２37００４６

二輪の小型自動車
（251cc以上）

中国運輸局島根運輸支局（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

問
合
せ　
税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

浜田市の皆さん、こんにちは。島根大学
６年、河野謙人と申します。
僕は６年前、島根大学に合格して地元の

浜田市宇野町から出雲市に来ました。大学
生活はあっという間でしたが、厳しい試験
を乗り越えたり、部活の仲間と汗を流した
り、素晴らしい経験がたくさんできました。
医師国家試験に合格することができれば、

こんにちは。島根大学６年の上野彩夏と申します。
大学生活はとても充実しており、あっという間の６年
間でした。試験も多数あり大変な時期もありましたが、４月からは研修医

として、浜田医療
センターで勤務す
る予定です。浜田
市の皆さんの健康
に貢献できるよう
精進していきます。

多くの人の支えがあったから
乗り越えることができました。
国家試験の合格発表が直前
に迫ってきました。無事に合
格して、研修医となって働け
るよう目の前のことを一所懸
命に取り組みたいと思います。

申
込
み
・
問
合
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県
支
部

　
☎
０
８
５
２
㉑
５
３
８
８

傷
害
保
険

　
団
体
の
活
動
中
、
又
は
往
復
中
に

被
っ
た
傷
害
に
よ
る
死
亡
、
後
遺
障

害
、
入
院
、
手
術
、
通
院
を
保
障
し

ま
す
。

賠
償
責
任
保
険

　
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ

た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

　
突
然
死
に
対
す
る
葬
祭
費
の
保
障

で
、
補
償
額
は
１
８
０
万
円
が
限
度

で
す
。

加
入
区
分
・
掛
金

　

４
人
以
上
の
団
体
で
、
加
入
区
分

を
加
入
者
ご
と
に
選
択
で
き
ま
す
。

※　
振
込
み
手
数
料
は
１
件
に
つ
き

一
律
１
０
０
円
（
税
抜
き
）
と
な

り
ま
す
。

※　
保
険
内
容
・
加
入
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

だ
さ
い
。
島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

は
、
左
表
の
手
続
窓
口
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

子

育

て

　
原
井
幼
稚
園
は
、
来
年
度
の
新
規

入
園
申
し
込
み
が
な
く
、
本
年
度
在

園
児
の
卒
園
に
よ
り
、
来
年
度
の
在

原
井
幼
稚
園
を
休
園
し
ま
す

園
児
は
０
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
本
年
度
末
で
の
休
園
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

４
月
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施

設
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

☎
㉕
９
７
０
０

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格

証
（
小
・
中
学
生
用
）
を
送

付
し
ま
す

　
未
就
学
児
用
の
乳
幼
児
等
医
療
費

受
給
資
格
証
を
持
っ
て
い
る
、
今
年

４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
人
に
対

し
て
、
小
・
中
学
生
用
の
乳
幼
児
等

医
療
費
受
給
資
格
証
（
小
学
校
１
年

生
〜
中
学
校
３
年
生
用
）
を
、
３
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
新
し
い
資
格
証
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
平
成
24
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

資
格
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

　
医
療
保
険
課
又
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手

続
の
際
は
、
印
鑑
・
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
・
健
康
保
険
証
（
保

険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

し
ま
す

　

歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１
歳

以
上
の
在
宅
幼
児

※　
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
７
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

　
　
　
②
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

※　
①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く

す
く

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代
を

含
む
）

※　
タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課

子
ど
も
家
庭
相
談
係

　
☎
㉕
９
３
３
１

健
康
・
福
祉

３
月
は
自
死
対
策
強
化
月
間

で
す

　
国
は
、
月
別
自
死
者
数
の
多
い
３

月
を
「
自
死
対
策
強
化
月
間
」
と
定

め
、
重
点
的
に
広
報
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
死
予
防

に
つ
い
て
考
え
一
人
一
人
の
こ
と
と

し
て
「
気
付
き
」「
つ
な
ぎ
」「
見
守

り
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

浜
田
市
の
現
状

　
平
成
24
年
か
ら
28
年
の
５
年
間
で

76
人
が
、自
死
で
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

　

自
死
事
由
に
つ
い
て
は
、「
健
康

問
題
」
が
４
割
で
、「
家
庭
問
題
」

「
経
済・生
活
問
題
」「
勤
務
問
題
」

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
依
然
と
し
て
40
歳
以
上
の

男
性
の
自
死
が
多
い
状
況
で
す
。

自
死
予
防
の
行
動
ポ
イ
ン
ト

気
付
く　

身
近
な
人
（
家
族
や
仲

間
）
の
い
つ
も
と
違
う
様
子
に
気

付
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。　

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
譲
渡
な

ど
の
手
続
を
し
た
場
合
は
、
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
の
税
金

が
か
か
り
ま
す
（
軽
自
動
車
税
に
は

自
動
車
税
の
よ
う
な
月
割
課
税
の
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
車
両
を
手
放

す
際
は
、
次
の
場
所
で
４
月
１
日
ま

で
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

　
税
務
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
所
有
者
・
使
用
者
の
印
鑑

・
届
出
者
の
印
鑑

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

・
車
体
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
自
賠
責
証
書
な
ど
）

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

　
下
表
の
手
続
窓
口
又
は
販
売
店
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

盗
難
な
ど
で
車
両
が
存
在
し
な
い
場
合

　
警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、
受

理
番
号
と
提
出
日
を
控
え
、
浜
田
市

ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、
税
務
課
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
相
談
し
て
く

税
務
・
納
税

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・

譲
渡
手
続
は
お
済
み
で
す
か

自
己
負
担

　

１
月
１
医
療
機
関
当
た
り

　
　
入
院　

２
０
０
０
円

　
　
外
来　

１
０
０
０
円

　
　
（
薬
局
負
担
な
し
）

問
合
せ　
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

　
☎
㉕
９
４
１
１

浜田の地域医療を支えるために
島根大学医学部で学んでいる学生から
便りが届きました

河野謙人さん

島根大学６年の濵崎由
文です。３月に島根大学
を卒業します。
地元の医療に貢献した
いという気持ちを持って
島根大学に入学し、これ
まで学んでまいりました。
大学では良き師、良き友
と巡り合うことができました。高等学校卒業まで

過ごした浜田市の皆さんの健康に少しでもお役に

立てるよう、努力していきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

濵崎由文さん

上野彩夏さん

医学生 だよりだより
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伝 言 板
まちかど

日
時　
３
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　
島
根
県
歯
科
医
師
会
館

（
松
江
市
）

料
金　
無
料

申
込
み　
３
月
５
日
㈫
ま
で
に
島
根

県
歯
科
医
師
会
事
務
局
へ

　
☎
０
８
５
２
㉔
２
７
２
５

日
時　
３
月
３
日
㈰　
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

　
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

料
金　
無
料
（
申
込
み
不
要
）

問
合
せ　
島
根
大
学
医
学
部
歯
科
口

腔
外
科
学
講
座

☎
０
８
５
３
⑳
２
３
０
１

日
時　
３
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
月
曜
日

休
館・祝
日
の
場
合
翌
平
日
休
館
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

日
時　
３
月
10
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
江
津
市
）

内
容　
地
場
産
品
展
示
即
売
、
え
え

も
ん
う
ま
い
も
ん
市
な
ど

問
合
せ　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
５
52
０
６
０
０

日
時　
３
月
９
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る 

３
０
１
研
修
室

内
容　
ロ
ー
ビ
シ
ョ
ン
外
来
の
学
習
会

講
師　
原
克
典
さ
ん
（
島
根
大
学
医

学
部
付
属
病
院
眼
科
専
門
医
）

申
込
み　
事
前
に
日
本
網
膜
色
素
変

性
症
協
会
山
陰
支
部
事
務
局
長　

奥
美
和
子
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

６
８
３
９-

２
１
２
０

　
又
は
浜
田
保
健
所　
医
事
・
難
病

支
援
課
へ　
☎
㉙
５
５
４
９

日
時　
４
月
９
日
㈫
〜
９
月
14
日
㈯

受
付
開
始
日
（
先
着
）

　

３
月
16
日
㈯　
午
後
１
時
〜

教
室　
剣
道
、
Ｙ
Ｄ
（
や
れ
ば
で
き

る
）教
室（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
）、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

柔
道
、
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ
、

レ
ス
リ
ン
グ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
３
Ｂ
、
気
功
・
太
極
拳
（
昼
）、

居
合
道
、
気
功
・
太
極
拳
（
夜
）

（
料
金
な
ど
、
詳
細
は
館
内
掲
示
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

申
込
み　
申
込
書
と
参
加
料
・
保
険

料
を
石
見
武
道
館
へ

　
☎
㉓
７
１
７
０

日
時　
４
月
９
日
㈫
〜
９
月
27
日
㈮

受
付
開
始
日
（
先
着
）

　

３
月
９
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
〜

（
教
室
の
内
容
な
ど
、
詳
細
は
館
内

掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご

対
象　
中
学
生
以
下

日
時　
４
月
１
日
㈪
〜
６
月
３
日
㈪

　
毎
週
月
曜
日　
午
後
７
時
〜
９
時

（
延
べ
10
回
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

開
催
講
座　
手
作
り
ニ
ッ
ト
・
手
織

り
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
入
門
・
ス

ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
ベ
ー
シ
ッ
ク
セ

ブ
ン
・
心
と
身
体
の
呼
吸
法
・

STREET D
AN
C
E

・
ラ
テ
ン
エ

ア
ロ
・
ボ
デ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

ら
く
ら
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
ロ
コ

モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
健
康
体
操
（
シ

ニ
ア
）・
イ
ン
ナ
ー
ダ
イ
エ
ッ
ト

（
初
級
）・
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン

３
Ｂ
ベ
ビ
ー
＆
マ
マ
・G

IRL 'S 
D
AN
C
E

・KID
'S D
AN
C
E

（
開
催
日
時
な
ど
、
詳
細
は
館
内
掲

示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

申
込
み　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
へ

　
☎
㉒
１
０
３
５

チ
ャ
ー
・
子
ど
も
向
け
教
室
な
ど

（
料
金
な
ど
、
詳
細
は
館
内
掲
示
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

申
込
み　
申
込
書
と
参
加
料
を
ラ
・

ペ
ア
ー
レ
浜
田
へ 

☎
㉒
１
０
３
５

指
導
者　
浜
田
市
テ
ニ
ス
協
会

定
員　
先
着
15
人

料
金　
２
０
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

（
ラ
ケ
ッ
ト
の
無
料
貸
出
し
有
り
）

申
込
み　
申
込
書
と
参
加
料
を
石
見

海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

確
認
く
だ
さ
い
）

参
加
料

　
幼・小・中・高
校
生　
２
５
０
０
円

　
大
学
生　
　
　
　
　

４
２
０
０
円

　
一
般　
　
　
　
　
　
５
２
０
０
円

　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン（
親
子
）６
２
０
０
円

　
体
操
競
技
ク
ラ
ブ　

４
０
０
０
円

　
特
別
教
室
（
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
）

　
　
　
　
５
０
０
０
円

保
険
料
（
加
入
は
必
須
）

幼
・
小
・
中
学
生　
　

８
０
０
円

高
校
生・大
学・一
般
１
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　
　

１
２
０
０
円

申
込
み　
申
込
書
と
参
加
料
・
保
険

料
を
県
立
体
育
館
へ

　
☎
㉓
１
２
０
１

日
時　
３
月
14
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
わ
み
ー
る 

４
０
１
会
議
室

内
容　
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
約
10
社
）・
自
由
面
接
会
な
ど

定
員　
先
着
20
人

料
金　
無
料

問
合
せ　
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

島
根　
☎
㉕
５
１
１
１

日
時　
３
月
15
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
25
人

料
金　
無
料

申
込
み　
３
月
13
日
㈬
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ 

☎
㉔
１
２
４
１

２
０
１
９
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

日
時　
４
月
29
日
㈷

楽
市
出
店
者
募
集

応
募
資
格　
浜
田
市
の
住
民
や
市
内

の
団
体
・
事
業
所

出
店
場
所　
市
内
の
各
商
店
街
（
た

だ
し
一
部
を
除
き
パ
レ
ー
ド
コ
ー

ス
と
な
る
道
路
上
で
の
出
店
は
で

き
ま
せ
ん
）

※　
設
備
な
ど
は
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

※　
商
店
街
に
よ
っ
て
は
出
店
料
が

か
か
り
ま
す
。

日
時　
４
月
〜
９
月

受
付
開
始
日
（
先
着
）

　

３
月
１
日
㈮　
午
前
９
時
〜

教
室　

温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
・
ス
タ
ジ
オ
・
カ
ル

新
規
講
習
（
浜
田
会
場
）

対
象　
防
火
管
理
者
に
な
る
予
定
の

人
や
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

日
時　
５
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭

（
２
日
間
）

場
所　
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
西
部
研
修
会
館

料
金　
７
５
０
０
円

定
員　
先
着
１
０
０
人

申
込
み　
３
月
19
日
㈫
か
ら
４
月
９

日
㈫
ま
で
に
申
請
用
紙
を
島
根
県

消
防
設
備
協
会
へ

　
☎
０
８
５
２
33
７
２
５
５

　
又
は
日
本
防
火
・
防
災
協
会
へ　

☎
０
３
‐
３
５
９
１
‐
７
１
２
１

一
般
幹
部
候
補
生

受
験
資
格　
２
０
２
０
年
４
月
１
日

現
在
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

（
22
歳
未
満
の
人
は
大
学
卒
業
及

び
卒
業
見
込
み
の
人
）

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈷
ま
で

試
験
日　
５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
の

い
ず
れ
か
１
日

（
飛
行
要
員
希
望
者
は
両
日
）

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知

技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

受
験
資
格　
２
０
１
９
年
４
月
１
日

現
在
、
20
歳
以
上
で
７
月
１
日
ま

で
に
資
格・免
許
な
ど
を
有
す
る
人

※　
資
格
・
免
許
な
ど
に
よ
り
年
齢

が
異
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　
５
月
24
日
㈮
ま
で

試
験
日　
６
月
21
日
㈮

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知

一
般
曹
候
補
生

受
験
資
格　
２
０
２
０
年
４
月
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
５
月
15
日
㈬
ま
で

試
験
日　
５
月
25
日
㈯

日
時　
３
月
15
日
㈮　
午
前
10
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

料
金　
40
分
間
無
料
（
要
予
約
・
３

回
目
以
降
の
継
続
相
談
か
ら
有
料
）

申
込
み　
事
前
に
石
見
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
へ　
☎
㉒
４
５
１
４

日
時　
３
月
16
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館　
第
２
研
修
室

（
電
話
相
談
あ
り
）

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
３
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

抽
選
日　
４
月
中
旬

入
居
可
能
時
期　
５
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
３
月
11
日
㈪

以
降
。

問
合
せ　

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
42
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
㉒
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

浜
田
土
建
㈱　
☎
㉒
１
４
１
７

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部　
☎
０
８
５
２
㉑
０
０
１
５
・

浜
田
出
張
所　
☎
㉒
１
３
３
４

※　
出
店
者
多
数
の
場
合
は
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　
３
月
22
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
応
募
用
紙
・
添
付
書
類
を
各

商
店
街
担
当
者
へ
。

・
銀
天
街
「
レ
デ
ィ
ス
ワ
ー
ル
ド
」

　
佐
古
肇
徳
さ
ん

☎
０
９
０-

８
７
１
０-

３
９
７
９

・
朝
日
町
商
店
街
「
理
容
は
や
し
」

　
林
俊
行
さ
ん　
☎
㉒
２
７
６
９

・
新
町
商
店
街
「
平
野
屋
」

　
平
野
義
弘
さ
ん　
☎
㉒
０
２
３
６

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
行
政
書
士
会
浜
田

支
部　
山
田
さ
ん

　
☎
０
９
０-

５
６
９
９-

９
５
３
６

お
出
か
け

歯
科
衛
生
士
応
援
セ
ミ
ナ
ー

無
料
口
腔
が
ん
集
団
検
診

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
地
場
産
業
祭

ミ
ド
ル・シ
ニ
ア
／
レ
デ
ィ
ー
ス

求
職
の
た
め
の
企
業
面
接
会

網
膜
色
素
変
性
症

患
者
・
家
族
学
習
会

石
州
和
紙
会
館

次
世
代
を
担
う

紙
漉
き
職
人
展
２
０
１
９

県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室・特
別
教
室

石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

石
見
海
浜
公
園

春
季
硬
式
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

　
春
の
体
験
会

浜
田
国
際
交
流
協
会

ミ
ニ
講
座

〜
ジ
ョ
ア
ン
ナ
の
故
郷
紹
介
〜

教
室・講
座

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

前
期（
４
月
〜
９
月
）講
座

甲
種
防
火
管
理
講
習

資
格・試
験

自
衛
官
な
ど

相
　
　談

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

く
ら
し
の
困
り
ご
と

「
行
政
書
士
」
に
聞
い
て
み
よ
う

行
政
書
士
無
料
相
談
会

募
　
　集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
田
開
府
四
百
年
記
念

石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

市
民
の
楽
市
出
店
者
募
集
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太
鼓
祭
り　
〜
石
見
の
光
〜

日
時　
３
月
10
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

内
容　
今
福
座
の
公
演
と
地
元
和
太

鼓
チ
ー
ム
の
発
表
に
よ
る
二
部
構
成

出
演　
今
福
座
（
今
福
優
さ
ん
、
末

永
愛
さ
ん
、
堂
本
英
里
さ
ん
）、

地
元
和
太
鼓
チ
ー
ム

ゲ
ス
ト　
柳
井
勇
さ
ん
、
河
合
宥
季

さ
ん

料
金　
全
席
自
由（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般
前
売　
　

１
５
０
０
円

　
高
校
生
以
下　

１
０
０
０
円

（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

　
未
就
学
児　
　
無
料

（
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
３
月

３
日
㈰
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団

第
８
回
定
期
演
奏
会

日
時　
３
月
17
日
㈰　
午
後
２
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

内
容　
島
根
県
西
部
地
域
唯
一
の
弦

楽
合
奏
団
の
定
期
演
奏
会

出
演　
グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団
ほ
か

ゲ
ス
ト　
東
京
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
合
奏

団
・M

izuho Strings

（
Ｍ
響
）

料
金　
全
席
自
由（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般
前
売　
　

１
０
０
０
円

　
一
般
当
日　
　

１
２
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
無
料

※　

３
歳
未
満
入
場
不
可
（
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
３
月
９
日
㈯

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

石
見
神
楽
×
ダ
ン
ス　
黒
塚
・
岩
戸

日
時　
３
月
31
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

出
演　
藤
田
善
宏
さ
ん（
振
付
家・演

出
家・ダ
ン
サ
ー・デ
ザ
イ
ナ
ー
）

　
益
田
市
石
見
神
楽
神
和
会 

青
年
部

料
金　
全
席
自
由（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般
前
売　
　
７
０
０
円

　
大
学
生
以
下　
５
０
０
円

（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

　
未
就
学
児　
　
無
料

（
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
３
月

24
日
㈰
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
）

特
別
展
「
水
辺
の
世
界
×
彫
刻
〜
石

見
の
自
然
と
匠
の
技
」

日
時　
３
月
20
日
㈬
〜
５
月
６
日
（振）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

日
時　

３
月
31
日
㈰
ま
で
の
土
・

日
・
祝
日
（
20
日
㈬
〜
31
日
㈰
は

毎
日
開
催
）

　
午
後
０
時
30
分
（
20
分
程
度
）

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
せ
！
」

日
時　
３
月
10
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
30
人

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
㉘
３
６
１
４

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ア
シ
カ
と
遊
ぼ
う
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
３
月
11
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
10
組

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ア
ク
ア
ス
春
祭
り
２
０
１
９

日
時　
３
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
入
口
前 

中
央
広
場

日
時　
４
月
６
日
㈯

　
①
午
前
10
時　
②
午
後
１
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る 

４
０
３
研
修
室

申
込
み　
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
へ　
☎
㉔
９
３
３
４

日
時　
４
月
６
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
11
時

場
所　
長
浜
公
民
館　

２
階
研
修
室

演
奏
者　
零
游
会
（
尺
八
）

　
　
　
　
花
音　
　
（
琴
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
長
浜
公
民
館 

☎
㉗
４
６
１
４

日
時　
４
月
〜
２
０
２
０
年
１
月

（
平
日
年
10
回
程
度
・
第
１
回
は
４

月
下
旬
開
催
予
定
）

場
所　
三
隅
町
東
平
原

内
容　
西
条
柿
栽
培
に
つ
い
て
の
講

義
と
実
習

申
込
み　
４
月
12
日
㈮
ま
で
に
浜
田

市
農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
㉒
３
５
０
０

日
時　
３
月
31
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

３
月
23
日
㈯
〜
４
月
７
日
㈰

　
午
後
７
時
〜
10
時

場
所　
大
平
桜
周
辺（
三
隅
町
矢
原
）

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

　
☎
㉔
１
０
８
５

日
時　
３
月
31
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
浜
田
市
役
所
前
集
合

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
３
月
29
日
㈮
〜
４
月
６
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
４
月
６
日
㈯
は
正
午
ま
で
）

場
所　
長
浜
公
民
館　

２
階
研
修
室

料
金　
無
料

問
合
せ　
長
浜
公
民
館 

☎
㉗
４
６
１
４

対
象　
県
内
在
住
者
（
小
学
生
は
高

学
年
以
上
で
保
護
者
同
伴
）

日
時　
３
月
24
日
㈰　
①
午
前
９
時

　
②
10
時　
③
11
時　
④
正
午

場
所　
西
部
高
等
技
術
校（
益
田
市
）

内
容　
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
鉄
製
イ

ス
製
作
体
験
（
１
世
帯
１
個
）

定
員　
各
回
先
着
５
人

申
込
み　
３
月
15
日
㈮
ま
で
に
西
部

高
等
技
術
校
へ

　
☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

日
時　
３
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
〜
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民

１
０
０
０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
３
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
浜
田
保
健
所
３
階 
多
目
的
室

内
容　
ボ
ッ
チ
ャ
、
的
あ
て
な
ど

料
金　
３
０
０
円
（
保
険
代
）

申
込
み　
３
月
13
日
㈬
ま
で
に
浜
田

保
健
所　
医
事
・
難
病
支
援
課
へ

☎
㉙
５
５
４
９

日
時　
３
月
17
日
㈰　
午
前
10
時
〜

場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
前
駐

車
場
発
着（
５
㎞
）（
小
雨
決
行
）

料
金　
無
料

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
み　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会　
西
川
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

９
５
０
７-

１
７
５
５

日
時　
３
月
17
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
益
田
市
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
娯
楽
教
養
室
（
益
田
市
）

料
金　
無
料

申
込
み　
全
国
言
友
会
連
絡
協
議
会

　
立
川
さ
ん
へ

☎
０
８
０-

７
０
５
９-

３
３
０
９

日
時　
３
月
17
日
㈰　
午
前
10
時
〜

正
午
（
小
雨
決
行
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

講
師　
山
本
睦
記
さ
ん
（
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
協
会
公
認
・
上
級
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

料
金　
無
料

（
ポ
ー
ル
の
無
料
貸
出
し
有
り
）

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
㉘
２
２
３
１

日
時　
３
月
16
日
㈯

午
後
２
時
〜

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

　
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０-

４
６
９
２-
５
９
６
０

日
時　
３
月
16
日
㈯

場
所　
石
見
公
民
館

講
師　
鍵
本
俊
朗
さ
ん
（
教
育
委
員

会
市
誌
編
纂
室
専
門
員
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

☎
㉓
６
４
５
３

日
時　
３
月
16
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

問
合
せ　
朗
読
を
楽
し
む
会
「
波
」

佐
々
本
さ
ん　
午
後
６
時
以
降

☎
48
２
０
３
６

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
を
走
る
観
光
列
車

「
あ
め
つ
ち
」
が
石
見
で
初
め
て
運

行
し
ま
す
。
乗
客
の
皆
さ
ん
へ
の
お

も
て
な
し
と
し
て
、
沿
線
で
の
「
手

ふ
り・旗
ふ
り
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

運
行
日　
３
月
20
日
㈬
・
21
日
㈷

通
過
（
到
着
）
予
定
時
刻

下
り

　
波
子
駅　
午
前
11
時
30
分
頃

　
下
府
駅　
午
前
11
時
35
分
頃

　
浜
田
駅　
午
前
11
時
40
分
頃

上
り

　
三
保
三
隅
駅　
午
後
２
時
15
分
頃

　
折
居
駅　
午
後
２
時
25
分
頃

　
浜
田
駅　
午
後
２
時
50
分
頃　

　
波
子
駅　
午
後
３
時
20
分
頃

※　
通
過
予
定
時
刻
の
変
更
や
遅
れ

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
石
見
観
光
振
興
協
議
会

　
☎
㉙
５
６
４
７

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

点
字
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
会

長
浜
公
民
館和楽

器
演
奏
会

西
条
柿
栽
培
講
座

大
平
桜
ま
つ
り

第
１
９
５
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

城
下
町
の
痕
跡
を
探
す
浜
田

八
町
観
察
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

長
浜
公
民
館

楫
ヶ
瀬
孝「
鳥
獣
戯
画
模
写
展
」

西
部
高
等
技
術
校

溶
接
無
料
体
験
セ
ミ
ナ
ー

浜
田
開
府
四
百
年
記
念
協
賛

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

健
康
ウ
ォ
ー
ク

「
浜
田
漁
港
を
め
ぐ
る
み
ち
」

浜
田
圏
域
難
病
サ
ロ
ン

「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
」

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

島
根
吃き

つ
お
ん音

の
つ
ど
い

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
験
会

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会

文
化
講
演
会「
概
略 

近
世
日
本

史
か
ら
み
た
浜
田
藩
の
歴
史
」

朗
読
を
楽
し
む
会
「
波
」

　
春
の
朗
読
会

観
光
列
車
「
あ
め
つ
ち
」
に

手
を
振
ろ
う
！



◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

28広報はまだ：平成31年３月号29 広報はまだ：平成31年３月号

平
成
31
年
度
春
学
期（
４
月
開
講
）

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
募
集

総
合
政
策
学
部
４
年　
古
崎
智
香

　
昨
年
12
月
に
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
８
人
と
、
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
の
３

人
は
、
日
本
政
府
（
外
務
省
）
が

行
っ
て
い
る
「
カ
ケ
ハ
シ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ハ
ワ

イ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
ハ
ワ
イ
で
は
中
学
生
か
ら
大
学
生

ま
で
の
若
者
と
交
流
し
、
石
見
神

楽
・
小
泉
八
雲
・
方
言
に
つ
い
て
英

語
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

島
根
県
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
真
珠
湾
・
イ
オ
ラ
ニ
宮

殿
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館
な
ど
を
訪

れ
、
日
米
関
係
や
ハ
ワ
イ
の
歴
史
に

つ
い
て
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

優
秀
卒
業
研
究
発
表
会

集合写真

カ
ケ
ハ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
私
た
ち
は
、
派
遣
に
あ
た
り
、
日

本
文
化
を
伝
え
る
こ
と
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
石
見
神
楽
を
選
び
ま
し
た
。

　
神
楽
の
魅
力
を
伝
え
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
と
い
う
視
点
か
ら
接

し
て
い
く
う
ち
に
、
い
ま
ま
で
は
な

ん
と
な
く
鑑
賞
し
て
い
た
私
た
ち
も
、

石
見
神
楽
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。　

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、

い
ま
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
島
根
県

の
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
人
に
支
援
し
て
い
た

だ
い
た
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
日
本
の
魅
力
・
国
際
交

流
の
大
切
さ
を
世
界
中
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※　
カ
ケ
ハ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日

本
文
化（
島
根
の
文
化
）を
伝
え
、

国
際
社
会
に
お
け
る
対
日
イ
メ
ー

ジ
の
向
上
や
日
本
へ
の
関
心
を
増

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
活
動

実
施
期
間　
平
成
30
年
12
月
９
日

〜
16
日

プレゼンテーションの様子

　
平
成
30
年
度
は
、
約
２
０
０
本
の

卒
業
論
文
の
中
か
ら
、
10
本
が
優
秀

論
文
に
選
ば
れ
、
１
月
23
日
に
優
秀

卒
業
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
発
表
会
当
日
に
は
、
江
口
副
学

長
か
ら
執
筆
し
た
学
生
そ
れ
ぞ
れ
に

優
秀
賞
が
授
与
さ
れ
、
受
賞
し
た
８

人
が
卒
業
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
卒
業
研
究
の
作
成
に

取
り
掛
か
る
３
年
生
を
は
じ
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
発
表
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
経
済
に
つ
い
て
学
ん
で
み

た
い
」「
働
く
中
で
法
律
の
知
識
が

必
要
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
島
根
県
立
大
学
で
は
、
開
講
し
て

い
る
科
目
の
う
ち
、
政
治
学
・
経
済

学
・
法
学
な
ど
多
く
の
科
目
を
社
会

人
の
皆
さ
ん
に
も
広
く
開
放
し
て
お

り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
受
講
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
も
大
学
生
と
共
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
詳
し

く
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
３
月
１
日
㈮
〜
８
日
㈮

受
講
期
間　
４
月
〜
９
月

問
合
せ　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

☎
㉔
２
２
０
３

優秀賞を受賞した学生 優秀卒業研究発表会の様子

３
月
の
休
館
日

月
曜
日　
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

展
示
替　
26
日
㈫
・
27
日
㈬

３
月
２
日
㈯
か
ら
始
ま
る
展
覧
会
は
、
木

の
お
も
ち
ゃ
作
家
・
樋
口
一
成
さ
ん
デ
ザ
イ

ン
の
動
き
や
音
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
木

の
お
も
ち
ゃ
70
点
を
紹
介
し
ま
す
。
重
力
に

よ
っ
て
モ
ノ
が
転
が
っ
た
り
落
ち
た
り
す
る

「
音
や
動
き
」
が
魅
力
の
作
品
を
、
実
際
に

手
に
取
り
体
験
で
き
る
内
容
で
す
。

優
し
い
木
の
香
り
と
手
触
り
の
良
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
３
月
24
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
立
体
の
ミ
ニ
額
を
木
で
つ
く
ろ
う
》

◎
３
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

定
員　
各
日
先
着
30
人

参
加
費　
３
０
０
円

講
師　
樋
口
一
成
さ
ん
（
出
品
作
家
）

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
お
も
ち
ゃ
の
椅
子
》

　
木
の
小
さ
な
椅
子
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
。

◎
３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
木
と
針
金
の
メ
モ
ス
タ
ン
ド
》

　
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
か
ざ
ろ
う
。

◎
３
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
ウ
ッ
ド
ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
》

　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
ろ
う
。

◎
３
月
21
日
㈷
・
23
日
㈯
・
24
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
す
す
め
！
水
玉
く
ん
》

　
シ
ー
ル
で
迷
路
を
つ
く
ろ
う
。

◎
３
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

※　

い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
。（
参

　
加
受
付
は
、
３
時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室

　
に
て
）

木のおもちゃ

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
８
年
度
・
石
本
正
作
品
選
４

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正 

心
の
眼
２
〜
私
を
感
動
さ
せ
た
日

本
画
〜

期
間　
３
月
17
日
㈰
ま
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

松倉茂比古「往者」1994年

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

「
石
見
の
桜
」
展

期
間　
３
月
26
日
㈫
〜
４
月
21
日
㈰
ま
で（
無
料
）

●
第
57
回
石
本
正
絵
画
教
室

日
時　
３
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

講
師　
池
田
知
嘉
子
さ
ん
（
日
本
画
家
・
創
画

会　
准
会
員
）

受
講
料　
７
５
０
０
円

定
員　
30
人
（
要
予
約
）

●
古
布
で
布
ぞ
う
り
を
つ
く
ろ
う

日
時　
３
月
16
日
㈯　
午
後
１
時
〜
４
時

講
師　
古
森
ト
シ
子
さ
ん
と
お
仲
間
た
ち

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
10
人
（
要
予
約
）

●
お
と
な
の
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
「
マ
ス
コ
ッ
ト
サ

シ
ェ
（
匂
い
袋
）」

日
時　
３
月
17
日
㈰　

　
午
後
１
時
〜
３
時

講
師　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
Ｋ
Ｕ

　

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ｍ
さ
ん

参
加
費　
２
０
０
０
円

定
員　
10
人
（
10
日
ま
で
に
予
約
）

●
サ
ッ
ク
ス
コ
ン
サ
ー
ト

「
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
立
ち
ｖ
ｏ
ｌ
．
５
」

日
時　
３
月
30
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

入
場
料　
無
料

出
演　
杉
本
孝
一
さ
ん
と
門
下
生

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
１

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正　
素
描
展
「
花
を
み
つ
め
て
」

期
間　
３
月
26
日
㈫
〜
６
月
23
日
㈰

※
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜
日

に
家
族
で
来
館
し
た
入
場
者
の
う
ち
、
高
校

生
以
下
は
無
料
で
す
。

　３月の展示替え休館日
　　　　３月18日㈪～25日㈪

vol.185
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.267

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

動
き
や
音
を
楽
し
む　
樋
口
一
成

木
の
お
も
ち
ゃ
展

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
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世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城
旭

弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,612 19,014 21,026 40,040
金 城 1,896 2,057 2,170 4,227
旭 1,335 1,355 1,372 2,727

弥 栄 669 607 673 1,280
三 隅 2,849 2,869 3,124 5,993
合 計 26,361 25,902 28,365 54,267

（単位：人）
人　口（１月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
そ
の
月

に
あ
っ
た
テ
ー
マ
を
決
め
て
絵
本
を

選
書
し
展
示
し
て
い
ま
す
。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

この本は、日本のたしなみ帖シリーズ（９
冊既刊）のうちの１作です。
今作では季節のことば、すなわち季語を
春・夏・秋・冬・新年の５つの章にわけ、季
語の意味とその季語が用いられた俳句を紹介
しています。
季語には移ろいゆく自然の情景やその季節
への様々な感情が含まれており、あらためて
日本語の美しさと奥深さを感じることができ
るのではないでしょうか。
和柄の装丁も美しく、手に取りやすい１冊
です。

『現代用語の基礎知識』編集部/編　　　　　
　　　　　自由国民社　（分類：911.3/ｷｾ）

貸出ベスト10（平成31年１月期）
順位 タイトル 著者
1 下町ロケット［４］ヤタガラス 池井戸　潤
2 かがみの孤城 辻村　深月
3 沈黙のパレード［９］ 東野　圭吾
4 下町ロケット［３］ 池井戸　潤
５ 白いジオラマ 堂場　瞬一
６ 人魚の眠る家 東野　圭吾
７ マスカレード・ナイト 東野　圭吾
８ 蜜蜂と遠雷 恩田　陸
９ 夜汐 東山　彰良
10 ある男 平野　啓一郎

　
図
書
館
で
借
り
た
本
が
誤
っ
て
破

れ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
慌
て
て
セ

ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
貼
っ
た
り
せ
ず
に
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
図
書
館
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
な

ど
を
使
う
と
、
跡
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
り
傷
み
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
図
書
館
で
そ
の
状
態
に

あ
っ
た
修
理
を
し
て
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
も
ど
し
ま
す
。

　
汚
れ
た
り
、
濡
れ
た
り
し
た
と
き

も
で
き
る
だ
け
早
く
図
書
館
に
お
届

け
く
だ
さ
い
。

　
中
央
図
書
館
で
は
、
蔵
書
点
検
の

た
め
、
通
常
の
休
館
日
に
加
え
次
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館

　

３
月
１
日
㈮

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
作
成
し
て

く
だ
さ
っ
た
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
す

て
き
な
飾
り
も
一
緒
に
展
示
し
て
い

ま
す
。

　
お
子
さ
ん
と
ど
ん
な
本
を
読
も
う

か
な
と
迷
っ
た
と
き
に
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
の
テ
ー
マ
は「
た
ま
ご
」で
す
。

１月のテーマ「おもち」での様子

１
月
９
日
㈬
、
浜
田
港
福
井

埠
頭
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

が
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
タ

ン
カ
ー
の
積
み
降
ろ
し
時
間
が

今
ま
で
の
半
分
に
な
り
、
国
際

定
期
コ
ン
テ
ナ
船
へ
の
荷
役
効

率
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。

浜
田
港
は
、
島
根
県
唯
一
の

国
際
貿
易
港
と
し
て
益
々
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　　　システム更新に伴う臨時休館のお知らせ
　浜田市立図書館全館は、図書館のシステム更新のた
め、次のとおり臨時休館します。ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解いただきますようお願いします。
　４月８日㈪～11日㈭　※　８日㈪は通常休館日

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
http://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
係
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

３ 平
成
31年

N
o.215

広
報

お
は
な
し
の
へ
や
展
示

も
し
、
本
を
や
ぶ
い
て
し

ま
っ
た
ら
…

司書がすすめるこの一冊

「季節のことば」

図書館情報
開館時間 ３月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 11日㈪･25日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ４日㈪･11日㈪
18日㈪･25日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
日
の

お
知
ら
せ

今月の表紙


	3月号.pdf

